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須山たかし 
　　 
 

『神宮外苑再開発をとめ、自然と歴史・文化を守る東京都議会議
員連盟』が発足しました。 
　10月5日に立憲民主党、共産党、ミライ会議、諸派の都議会議
員40名による議連が発足し、須山は副会長を拝命いたしました。 

　有識者による国際記念物遺跡会議・イコモスが計画撤回等を求
めた緊急要請、ヘリテージ・アラートを都や事業者に出しまし
た。 
　10月10日までの回答期限に関わらず、東京都や事業者からはヘ
リテージ・アラートへの回答はありませんでした。 
　10月20日には都議会立憲民主党として神宮外苑の現場を視察
し、日本イコモスの石川幹子教授からご説明を受けました。 

　10月31日には国会議員による「神
宮外苑の自然と歴史・文化を守る国
会議員連盟」の皆さんと勉強会並び
に懇談会を行い、意見交換をしてま
いりました。 
　今後も議連として東京都の文化や
自然を守るために活動を続けて参り
ます。皆さんからのご意見をお聞か
せくださいますよう、よろしくお願
いいたします。 

す　や　ま

神宮外苑の文化を守る議連が発足 
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10月20日の神宮外苑視察の様子。 
この美しい自然を守る決意を改めて
いたしました。

２０２２年度決算審査 

　東京都の２０２２年度決算委員会
が立ち上がり、須山も委員として質
疑、会派の意見開陳を行いました。 
　須山の主な質疑は以下の通りで
す。 

◯子供政策連携室関連 
Q.令和4年度「育休」の愛称に「育
業」と付けた。この名前自体は正
直、私とはセンスが違うかなと思う
が、目指す目的としては大いに期待
している。取り組みと成果は？ 
A.「育業」の理念を普及させるた
め、昨年度、企業と連携した育業応
援プロジェクトを実施。育業をテー
マとした川柳コンクールや育児情報
誌と連携し、育業体験談の漫画化な
どを行った。 

◯総務局関連 
Q.東京都パートナーシップ宣誓制度
の実績は？ 
A.令和５年１０月１６日時点で９５
１組の方に交付 
意見.選択的夫婦別姓など様々な課
題がある。事実婚にも対応した制度
を導入する自治体もある中、都とし
ても課題解決をはかってほしい。 

◯主税局関連 
Q.ふるさと納税は苛烈な返礼品競争
だけでなく、都内では１，４４６億
円もの減収。見直すべきでは？ 
A.「ふるさと納税」について、寄附
本来の趣旨等を踏まえた見直しを行
うよう、引き続き国に要求する。
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須山たかしで検索

　  東京都議会立憲民主党とし
て「都議会立憲 東京ビジョン 
2024 ver.1.2」を副知事に手渡
し、意見交換を行いました。 
　西沢けいた幹事長より「都
議会議員の任期折り返しで、
重点をまとめた。実現を求め
る」旨を伝えました。 
　須山からは政調会副会長と
して「これまで代表質問等で
求めてきた重要な課題、早急
に実現を」と求め、ビジョン
の詳細を説明しました。 

「都議会立憲 東京ビジョン 2024 ver.1.2」 情報コミュニケーション条例WT 

　２０２２年に都議会全会派で議論
を進め、成立した「手話言語条
例」。 
　これを更に実効性のあるものに
し、全ての人の情報保障を進めるた
めに情報コミュニケーション条例の
ワーキングチーム（WT）を立ち上
げ、議論を進めております。 
　須山も東京都議会立憲民主党を代
表してWTのメンバーとして議論に参
加しております。 
　現在、有識者の皆さんからのヒア
リングを行い、東京都としてどの様
な条例が求められているか、より実
効性のある条例にするためにはどう
すれば良いか、諸派も含めた全会派
で一丸となり議論を進めておりま
す。 
　皆様からもご意見・ご要望をお寄
せ下さいますよう、よろしくお願い
いたします。 

◯９月１２日 
講師：群馬大学共同教育学部教授 
金澤貴之氏 
内容：情報コミュニケーション条例
の本質的理解 

◯１０月１３日 
講師：NPO法人インフォメーション
ギャップバスター理事長 伊藤芳浩氏 
内容：情報コミュニケーション条例
に期待すること 

◯１１月１３日 
講師：広島大学副理事（キャンパス
国際化担当） 
ダイバーシティ＆インクルージョン
推進機構特別支援教育実践センター
長 川合紀宗氏 
内容：特別支援教育の今とこれから 

都議会立憲民主党役員と中村副知事


